



























































































いう [ 呉 2002: 225]。全体の変化としては、その通り
であろう。






















ディイフカ 5 号墳出土のものは、前 13 世紀にまで遡
























洛陽北窯 6 号墓、河南平頂山 M232、M242、陝西張家
坡 M165、M284、山東済陽劉台子出土品が知られてい




北京昌平白浮 M3　　  西周前期
天馬曲村 M6130　　西周前期の少し晩い頃




















   骨角製のものと同じ構造を持つ青銅製の鑣が、一連
の西周時代前期の墓から出土している ( 図 7)。これら
は、骨角製のものを青銅で模して作ったように見える。
発掘品の中で最も骨角製のものと似ているのは、陝西
省宝鶏の茹家荘 M1 出土品や、長安張家坡 M248 から








洛陽北窯 M310、陝西省灃西 M28 などの墓の出土品で
ある。
　天馬曲村 M6130 および M6195 出土の鑣は、平面形
と孔の配置は似ているものの断面形は円形ではなく、
弧形を示している ( 図 7-11, 12)。天馬曲村 M6081 か
ら出土したもう一セットのくつわは、正面の孔の上下
にループの付くもので、すでにかなりの変化が見られ
る ( 図 7-13)。同じ墓から出た孔の開く鑣は伝世であ
ろうか ( 図 7-5)。平頂山 M242 出土の鑣も、裏側にルー
プが付いている ( 図 7-14)。北京琉璃河Ⅰ M53 出土の
鑣と、北京昌平白浮 M3 出土鑣は三日月形の似た形を
しているが、断面の形はこの段階のものと類似してい
る ( 図 7-15, 16)。中央の孔が端にずれているところは、
次の巻首形と呼ばれる鑣との共通点である。
   陝西普渡村、琉璃河Ⅱ M205、豊鎬遺跡の車馬坑、
扶風召李村から出土した鑣は、広いほうの端部が大き
く巻くような形になり、中央の孔が円形あるいは方
形に囲まれ、大きくなっている ( 図 7-17~20)。平頂山
M210 出土品と張家坡 M284 出土品は、外側に方形の
環が余計についているが、一応この仲間に入れること
が出来よう ( 図 7-21, 22)。平頂山 M210 の例は孔の原
型を留めている。また竹園溝 M7 出土の鑣も、環が一
つ多く付いた他に類例のない形であるが、この段階に
置いておく ( 図 7-23)。
　ここに挙げた銜を出土した墓は、昭穆期と考えられ
ている張家坡 M284 や穆王期とされる平頂山 M210 を
除いて、多くのものが西周前期と考えられている。
3. 「巻首形」①
   全体の形が、上記の鑣から変化したと思われるのが、
河南省平頂山応国墓地の発掘報告で「巻首形」と記さ




















   また陝西華県東陽 M65 や天馬曲村 M6384 出土品な
どは、中央部内側に２つのループが付いた変化形であ
る ( 図 8-15, 16)。
   平頂山 M50 の鑣は裏面の鈕が一つであるが、その
代わりに側面に孔が２つ開いている ( 図 8-1)。以前の
型式からの名残であろう。また例えば平頂山 M205 出
土品のように ( 図 8-7)、裏側の鈕が 3 つになっている
のは、同時代の円形鑣からの影響であろう。
天馬曲村 M7092 および M7095 からは、角形に曲がっ
た紋様のない鑣が発見されている ( 図 8-17, 18)。中央
の内側にループが 2 つ付く。孔とループの関係からみ








   少し変化の現れたものをここに入れておく ( 図 9)。
平頂山 M86、M84、張家坡 M204 出土品、山西棗園村
徴集品などは、広い端部の三角形の隙間がなくなった
代わりにその下に枠による孔がつけられた変化形であ
る ( 図 9-1, 2, 3, 4, 5)。長安張家坡 M206、M73 や濬県
辛村M4出土品では中央の孔の傍に小孔が2つあり (図
9-5, 6, 7)、陝西扶風強家 M1、洛陽東郊 C5M1135、洛
陽北窯 M513、濬県辛村 M62 出土品は、孔もなくなっ

























1999: 102-105]。主なものは以下の 4 種類である。
　① : 一端が円形でそこから巻くような形で本体部分






   ② : 大きな一端が龍頭を表し、そこから巻くよう
な形で本体部分があり、その端にも龍頭が表される









大荘 M1、三門峡虢国墓地 M2001 で出土している。龍
頭のないものもあり、三門峡虢国墓地 M2008、M1617
号、M2119、梁帯村 M18、M28 で出土している。
   ④ : 環も龍頭もなく、単なる弧形を呈するものが
ある ( 図 13)。稜の通るものが多い。三門峡虢国墓
地 M2001、M2008、M2010、M2011、M1767、梁帯村
M502、M586、天馬曲村 M5160、M5189、張家坡 M ２、
河南省告成 M3、洛陽潤陽広場 C1M9950、洛陽唐宮西
路 C1M7984、山西上馬 M4078、M4094 などから出土
している。また三門峡虢国墓地 M1711 や M2118 で出
土したような、弧形というより折れた形のものもある。
Ⅳ .銜の変化




   まず棒状の銜を挙げると陝西省西安老牛坡から出土
したものがある ( 図 14-1)。これは 2 頭の馬が納めら






という [ 劉士峩編著 2001: 335]。ここで出土した銜の
26㎝という長さは他のものと比べるとほぼ倍である。































   これらの例を総合してみると、この種の銜は商代後
期から西周前期のものとみてよいであろう。












８字形のものを 2 つ組み合わせたものである ( 図 15-






   河南安陽殷墟において、第一種の８字形銜が２点出
土している。一つは殷墟西区の車馬坑である ( 図 15-







   殷墟西区ではさらに 1 点、同様の第一種の８字形銜





５や陝西省華県東陽の M109 から発見されている ( 図









宝鶏竹園溝 M7、長安張家坡 M183、天馬曲村 M6195、



















































凝堡 BM5、韓城梁帯村 M28、M502 出土品などが挙































には 3 つのものもあったが、この時期には 2 つだけに
なった。
Ⅵ . 幾つかの課題
   次に、上に述べた中国のくつわの発展・変化に関連
して、幾つかの問題を指摘しておきたい。
1. シベリアのくつわとの関係について




















なってきた。前 7 世紀後半か前 6 世紀初めには、トゥ
バのアルディ・ベリⅠ、21 号墳出土品のような、二
孔の鑣を銜の外側の環に入れる型式が出現し ( 図 18)、
前 6 世紀にはこれが一般的なものになったという。
   このシベリアにおける 2 孔の鑣を銜の外環に挿入し
て使用するくつわは、中国において、西周後期から春
秋前期に出現した型式と ( 例えば図 19)、型式上明ら
かに一致している。両者の間に関係があったと想定す
るのが妥当であろう。
   出現した年代でいえば、中国では前 800 年頃と考え
なければならないのに対し、シベリアでは今のところ、
早く見ても前 650 年ごろであるから、150 年ほど、中
国のほうが早いことになる。






   このくつわの型式に関する限り、中国からシベリア
へ影響を及ぼしたと考えたほうが自然である。
2. 製作法について
   西周時代の銜を考える上に注意すべきもう一つのこ
とは、その製作法である。東京国立博物館所蔵品に、
琉璃河Ⅰ M22 出土品との類似から西周時代初め頃の





























鋳型が発見されており ( 図 22)、この遺跡の後期、前
450-380 年頃のものと考えられている [ 山西省考古研
究所1993: 444]。似た痕跡を持つ銜はシベリアのタガー
ル文化にも見られ、その鋳造工程は、V. V. ラドロフ、
M. P. グリャズノフ、Yu. S. グリシン等によって考察さ
れている ( 図 23)。
























式の青銅製銜が 2 点ずつ発見された ( 図 25)。この一
括遺物も、ホルディイフカ古墳の 3 期に相当すると考
えられているという。
   現在ユーラシア草原地帯で最古の金属製銜とされて
いるチェルノゴロフカ型、あるいはトゥバのアルジャ





   年代だけでいえば、棒状の銜は商代の老牛坡で出土
しており、可能性はあることになる。西周前期のもの
は、形もよく似ている。
   二枝式の銜も商代から既に発見されているが、外環
が三角形のホルディイフカ 34 号墳出土品と類似して
いるのは、西周になってからのものであろう。なかで
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1.琉璃河 M105 2.琉璃河 M53 3.昌平白浮 M3 4.天馬曲村 M6130
6.洛陽北窯 M6 7.平頂山 M232 8.平頂山 M242 9.長安張家坡 M165 10.長安張家坡 M284 11.山東済陽劉台子
図 2　ザルジャ・ハリファ出土の骨角製鑣と金属製銜
図 1　パレスチナ、ガザ出土の金属製くつわ













1.茹家荘 BRM1 3.竹園溝 BZM20 4.琉璃河Ⅰ M22
5.天馬曲村 M6081 6.天馬曲村 M6231











図 7　青銅製異方向三孔鑣および類似した鑣 (約 1/4）
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1.平頂山 M50 2. 平頂山 M50
3.平頂山 M86 4.平頂山 M86 5.平頂山 M86
6.平頂山 M205 7.平頂山 M205 8.琉璃河 M205 9. 茹家荘 BRM1
10.陝西銅川王家河 11.陝西鎬京長家村 12.甘粛崇信於家湾 M104 13.甘粛慶陽
14.山西洪洞永凝堡 NDM4 15.天馬曲村 M6384
16.陝西華県東陽 M65




1.平頂山 M86 2.平頂山 M84
3.山西平陸棗園 4.長安張家坡 M204 5.長安張家坡 M206
8.扶風強家 M1 9.洛陽東郊 C5M1135 10.洛陽北窯 M513 11.濬県辛村
1.三門峡虢国墓地 M2001 2.三門峡虢国墓地 M1052 3.韓城梁帯村 M502 4. 長安張家坡 M351
5.洛陽北窯 693 6.山西洪洞永凝堡 NDM4 7.洛陽東郊 C5M906 8.豊鎬遺跡 9.扶風黄堆老堡 M42





1.三門峡虢国墓地 M2001 2.三門峡虢国墓地 M2012
5.三門峡虢国墓地 M2006




9.韓城梁帯村 M586 10.灃西大原村 11.陝西臨潼 12.山東曲阜魯国故城 M30
1.韓城梁帯村 M27 2.韓城梁帯村 M28 3.山西洪洞永凝堡 BM5 4.山東莒県西大荘 M1
6.韓城梁帯村 M18 7.韓城梁帯村 M18 8.三門峡虢国墓地 M2008
9.三門峡虢国墓地 M2001
5.三門峡虢国墓地 M2001






1.天馬曲村 M5160 2. 天馬曲村 M5189
3.天馬曲村 M5189 4.天馬曲村 M1 5. 天馬曲村 M1か
6.山西侯馬上馬
墓地 M4078 7.天馬曲村 M1か
8.三門峡虢国墓地 M2008 9.三門峡虢国墓地 M2010 10.三門峡虢国墓地 M2011 11.河南登封告成 M3 12.河南登封告成 M3
13.山西侯馬上馬






















2.平頂山 M864.平頂山 M205 3.天馬曲村 M6071
6.甘粛崇信於家湾 M1565.甘粛崇信於家湾 M158 7.甘粛崇信於家荘 M104
図 14　棒状の銜（約 1/4)


























図 18　トゥバ、アルディ・ベリ 図 19.韓城梁帯村 M27
図 20　東京国立博物館所蔵銜 図 21　早稲田大学會津八一記念博物館所蔵銜
図 22　山西省侯馬鋳銅遺址出土銜鋳型
図 23　シベリアの銜鋳造法復元図
図 25　ヴィーヌィツャ州出土銜 図 24　ホルディイフカ 34号墳出土銜 図 26　平頂山 M210出土銜
